
臨
時
看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象　

昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
か
た
で
看
護
師
免
許
を
有
す
る
か

　

た
業
務
内
容　

病
棟
で
の
看
護
業
務

募
集
定
員　

10
人

勤
務
日　

週
40
時
間
程
度
で
３
交
替
勤
務

▼
全
日
勤
務

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
準
夜
勤
務

　

午
後
４
時
30
分
〜
午
前
１
時

▼
深
夜
勤
務

　

午
前
零
時
30
分
〜
午
前
９
時

賃
金　

日
額
８
２
０
０
〜
１
０
６
０
０
円

※
夜
間
看
護
・
夜
間
勤
務
手
当
な
ど
が
あ

　

り
ま
す
。
（
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、

　

労
働
災
害
保
険
加
入
）

任
用
期
間　

採
用
日
〜
６
カ
月

※
必
要
に
応
じ
て
再
任
用
あ
り
。

面
接
試
験　

随
時

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
顔

　

写
真
を
貼
付
）
お
よ
び
看
護
師
免
許
証

　

の
写
し

申
し
込
み
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

※
郵
送
の
場
合
は
、
次
へ
。

　

〒
０
３
４
・
０
０
９
３　

十
和
田
市
西

　

十
二
番
町
14
の
８　

十
和
田
市
中
央
病

　

院
業
務
課
あ
て

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
病
院
事
務
局
業
務

　

課
（
☎
㉓
５
１
２
１
内
線
３
２
２
１
）

時
間
程
度
程
度
程
度
程
度
程
度
程程程
度
で
３
で
３
で
３
で
３
で
３
でで
３
で
３３３
交
替
交
替
交
替
交
替
交
替替
勤
務
勤
務
勤
務
勤
務
勤
務
勤勤勤
務
勤
務
勤勤
務
勤勤

分
〜
午
後
午午
後
午
後
午
後
午
後
午
後
午午
後
午
後
午
後
午
後
午
後
午
後
午午午
後
午午
後
午午
後
午午午午午

５
時時時時

分
〜
午
前前前前前前

９
時

〜
１
０
６
０
６
０
６
０
６
０
６
０
０
円
０
円
０
円
０
円
０
円

前
１
時
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（
仮
称
）
十
和
田
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す

（
仮
称
）
十
和
田
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
取
り
組
み
ま
す

　

自
治
基
本
条
例
案
を
作
成
す
る
検
討
委
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

募
集
定
員　

６
人
程
度

任
期　

８
月
〜
平
成
24
年
３
月
末

※
20
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

謝
礼　

１
回
の
出
席
に
つ
き
３
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が 

　

な
）
③
年
齢
④
連
絡
先
⑤
応
募
理
由
を
明

　

記
の
上
、
７
月
23
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に

　

企
画
調
整
課
へ
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

　

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
考
結
果
は
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
先　

〒
０
３
４
・
８
６
１
５
（
住

　

所
記
載
不
要
）
企
画
調
整
課
政
策
企
画
室
へ

　

（
☎
㉓
５
１
１
１
内
線
１
６
１
・

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
㉔
９
６
１
６
）

（
仮
称
）
十
和
田
市
自
治
基
本
条
例
市
民

検
討
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

自
治
基
本
条
例
と
は

　

地
域
課
題
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
誰
が
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
決
め
て
い
く
の
か
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。
情
報
の
共
有

や
市
民
参
加
・
協
働
な
ど
の
自
治
の
基
本
原

則
、
市
民
、
議
会
、
行
政
の
役
割
と
責
任
、

情
報
公
開
、
計
画
・
審
議
会
な
ど
へ
の
市
民

参
加
や
住
民
投
票
な
ど
自
治
を
推
進
す
る
制

度
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

都
市
宣
言
や
市
民
憲
章
と
は
異
な
り
、
計

画
行
政
の
前
提
と
な
る
理
念
と
ル
ー
ル
を
明

示
し
て
い
ま
す
。

市　

民

議　

会

行　

政

基本的なルール

地域課題への対応
まちづくりの推進など

　
　
　
　

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ　
　

ん
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

７
月
10
日
㈯　

午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
自
治
基
本
条

　
　
　

例
」

　
　
　

講
師　

青
森
公
立
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　

天
野　

巡
一
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課
政
策
企
画
室

　
　
　
　

（
☎
㉓
５
１
１
１
内
線
１
６
１
）

自治基本条例制定までの主な
スケジュール（７月１日現在）

７月 検討委員の募集
８月 市民検討委員会の設置
９月 市民意識調査の実施
平成23年
５月 市民フォーラムの開催
８月 自治基本条例の素案決定
12月 市議会議員へ説明
平成24年
３月 市議会へ条例案の提案

（仮称）十和田市自治基本条例制定までの流れ

市長

庁内検討委員会

事務局（企画調整課）
▶連絡調整
▶庶務全般

市民
▶市民意識調査
▶広報とわだなどでの周知
▶パブリックコメント

条例案の議決

（仮称）十和田市自治基本条
例市民検討委員会
　自治基本条例を検討するため
の中心的役割を担う組織で、市
民（公募含む）、市議会議員、
学識経験者などで構成

▲

条例案の提案▶

▶▶

▲

▲

▲

▲

▲

▶

市議会

意見を反映

条例案を提出

▲

▼

調整

調整

連携

連携

　

地
方
分
権
が
進
む
中
で
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
の
も
と
、
市
の
主
体
的
な
判

断
や
行
動
、
さ
ら
に
市
政
へ
の
市
民
参
加
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

市
民
、
議
会
、
行
政
が
協
働
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
基
本
ル
ー
ル
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
市
で
は
、
基
本
ル
ー
ル
と
な
る
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
（
仮
称
）
十
和
田

市
自
治
基
本
条
例
市
民
検
討
委
員
会
の
設
置
や
市
民
意
識
調
査
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
平
成
24
年
３
月
の
条
例
制
定
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
後
、
自
治
基
本
条
例
に
関
す
る
情
報
を
広
報
と
わ
だ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
と

お
し
て
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
調
整
課
政
策
企
画
室
（
☎
㉓
５
１
１
１
内
線
１
６
１
）

講演会の
お知らせ

７
月
１
日
か
ら
病
院
の
経
営
形
態
が
地
方

公
営
企
業
法
全
部
適
用
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
病
院
事
業
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
財
務
規
定
の
み
を
適
用
し
、
市

長
を
経
営
責
任
者
と
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
７
月
１
日
か
ら
地
方
公
営
企

業
法
全
部
適
用
を
実
施
し
て
新
た
な
事
業

管
理
者
を
任
命
し
、
市
長
部
局
か
ら
独
立

す
る
こ
と
で
責
任
の
明
確
化
と
経
営
の
健

全
化
を
目
指
す
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
経

営
形
態
は
変
わ
り
ま
す
が
診
療
体
制
な
ど

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
公
立
病
院

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
医
療
の
質
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

中
央
病
院
事
務
局
業
務
課

　

（
☎
㉓
５
１
２
１
内
線
３
２
２
０
）

平
日
の
救
急
体
制
の
ご
紹
介

　

中
央
病
院
は
夜
間
、
休
日
だ
け
で
な
く
、

次
の
と
お
り
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

▼
救
急
車
の
受
け
入
れ

　

市
内
は
も
と
よ
り
、
上
十
三
地
域
の
救

急
車
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
診
察
お
よ

び
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
具
合
の
悪
い
か
た
、
け
が
な
ど
で
診
察

　

を
希
望
さ
れ
る
か
た

　

紹
介
状
が
な
く
て
も
原
則
的
に
総
合
診

療
科
で
対
応
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
な

ど
の
紹
介
で
あ
ら
か
じ
め
専
門
的
（
小
児

科
疾
患
・
整
形
外
科
疾
患
・
婦
人
科
疾

患
・
眼
科
疾
患
・
耳
鼻
科
疾
患
な
ど
）
診

察
や
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
診
療
科
と

連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

▼
日
中
の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
窓
口
に

　

つ
い
て

　

救
急
車
以
外
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

の
予
約
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

予
約
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
㉓
５
７
９
６
）

個
室
料
金
な
ど
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

市
立
中
央
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
７
月
１
日

か
ら
一
部
の
料
金
が
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
金
額
は
消
費
税
抜
き
で
す
。

１
日
の
個
室
料

▼
特
別
個
室
Ａ

　

１
２
０
０
０
円
か
ら
９
０
０
０
円
に
改
正

▼
特
別
個
室
Ｂ

　

１
０
０
０
０
円
か
ら
８
０
０
０
円
に
改
正

文
書
手
数
料
（
生
命
保
険
診
断
書
）

　

５
０
０
０
円
か
ら
６
０
０
０
円
に
改
正

中
央
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

中
央
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

2010年（平成22年）７月号　広報2010年（平成22年）７月号　広報 ２２

　

市
立
中
央
病
院
の
こ
れ
ま
で
の
経
営
状

況
や
今
後
の
経
営
改
革
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
第
１
会
場

と
き　

７
月
７
日
㈬

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
第
２
会
場

と
き　

７
月
12
日
㈪

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

と
こ
ろ　

十
和
田
湖
支
所
ふ
る
さ
と
皆
館

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

「
地
方
公
営
企
業
法
を
全
部
適
用
」
と
は

　

地
方
公
営
企
業
法
の
全
規
定
（
事
業
管
理

者
の
任
命
、
独
自
の
職
員
採
用
、
経
営
状
況

に
応
じ
た
給
与
の
決
定
、
企
業
会
計
に
よ
る

財
務
処
理
）
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
で
、
事

業
管
理
者
が
「
人
、
金
、
物
」
の
権
限
を
持

つ
こ
と
。
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
や
病
院

事
業
規
模
の
見
直
し
、
経
費
削
減
・
抑
制

（
職
員
給
与
の
見
直
し
や
コ
ス
ト
削
減
）
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


